
JP 2020-509279 A5 2021.2.18

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和3年2月18日(2021.2.18)

【公表番号】特表2020-509279(P2020-509279A)
【公表日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2020-012
【出願番号】特願2019-534304(P2019-534304)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｃ   6/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  31/08     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  31/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   3/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   3/30     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｃ    6/00     　　　Ｅ
   Ｃ１０Ｇ   31/08     　　　　
   Ｃ１０Ｇ   31/06     　　　　
   Ｂ０１Ｊ    3/00     　　　Ａ
   Ｆ０２Ｃ    3/30     　　　Ｚ
   Ｆ０２Ｃ    7/22     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月28日(2020.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　本開示の主題を詳細に、およびその具体的な実施形態を参照して説明したが、本明細書
に開示された様々な詳細は、本明細書に付随する図面の各々に特定の要素が示されている
場合であっても、これらの詳細が本明細書に記載された様々な実施形態の必須構成要素で
ある要素に関係することを意味するものではないことに留意すべきである。さらに、改変
および変形が、添付の特許請求の範囲で定義される実施形態を含むが、これに限定されな
い、本開示の範囲から逸脱せずに可能であることが明らかであろう。より具体的には、本
開示のいくつかの態様が本明細書において特に有利であると特定されるが、本開示は必ず
しもこれらの態様に限定されないことが考えられる。
　以下、本発明の好ましい実施形態を項分け記載する。
　実施形態１
　発電用のプロセスであって、
　超臨界水流を加圧され加熱された炭化水素系組成物と混合デバイス内で複合させて、複
合供給流を作り出すことと、
　前記複合供給流を超臨界反応器に導入することであって、前記超臨界反応器が、水の臨
界温度よりも高い温度かつ水の臨界圧力よりも高い圧力で動作して、アップグレードされ
た生成物を生成する、導入することと、
　前記アップグレードされた生成物を減圧することと、
　前記アップグレードされた生成物を、少なくとも１つの軽質および少なくとも１つの重
質の画分に分離することであって、前記軽質画分中の炭化水素が、前記重質画分中の炭化
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水素よりも大きいアメリカ石油協会（ＡＰＩ）比重値を有する、分離することと、
　前記重質画分の少なくとも一部分をボイラーに導入して発電すること、および前記軽質
画分の少なくとも一部分をガスタービンに導入して発電すること、またはそれらの両方と
、
を含む、プロセス。
　実施形態２
　前記軽質画分中の前記炭化水素が、３０°以上のＡＰＩ比重値を有し、前記重質画分中
の前記炭化水素が、３０°未満のＡＰＩ比重値を有する、実施形態１に記載のプロセス。
　実施形態３
　前記軽質画分を油／ガス／水分離器に送って、ガス画分、液状油画分、および水画分を
生成することをさらに含む、実施形態１に記載のプロセス。
　実施形態４
　前記液状油画分が、１０重量百万分率（重量ｐｐｍ）未満の金属の金属含有量を有する
、実施形態３に記載のプロセス。
　実施形態５
　前記液状油画分、前記ガス画分、またはそれらの両方が、発電のためにタービンシステ
ムに送られる、実施形態３に記載のプロセス。
　実施形態６
　前記タービンシステムが、燃焼器およびガスタービンを備える、実施形態５に記載のプ
ロセス。
　実施形態７
　前記水画分を水処理ユニットに送って、給水画分を生成することをさらに含む、実施形
態３に記載のプロセス。
　実施形態８
　前記少なくとも１つの重質画分を油水分離器に送って、前記重質画分の少なくともいく
らかの水を分離して、脱水された重質画分を生成することをさらに含む、実施形態１に記
載のプロセス。
　実施形態９
　前記脱水された重質画分が、１重量％以下の水の水分含有量を有する、実施形態８に記
載のプロセス。
　実施形態１０
　前記脱水された重質画分が、１２２°Ｆで３８０センチストークス（ｃＳｔ）以下の粘
度を有する、実施形態８に記載のプロセス。
　実施形態１１
　前記第２の水画分を前記水処理ユニットに送って、第２の給水画分を生成することをさ
らに含む、実施形態８に記載のプロセス。
　実施形態１２
　前記第１の給水画分、前記第２の給水画分、またはそれらの両方を前記ボイラーに導入
することをさらに含む、実施形態８に記載のプロセス。
　実施形態１３
　前記アップグレードされた生成物を分離することが、前記アップグレードされた生成物
を少なくとも１つの蒸留ユニットに送ることを含む、実施形態１に記載のプロセス。
　実施形態１４
　前記ボイラーから蒸気を送ることと、前記加熱され加圧された炭化水素系組成物、前記
超臨界水流、またはそれらの両方を加熱することと、をさらに含む、実施形態１に記載の
プロセス。
　実施形態１５
　発電用のプロセスであって、
　超臨界水流を加圧され加熱された炭化水素系組成物と混合デバイス内で複合させて、複
合供給流を作り出すことと、
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　前記複合供給流を超臨界反応器に導入することであって、前記超臨界反応器が、水の臨
界温度よりも高い温度かつ水の臨界圧力よりも高い圧力で動作する、導入することと、
　前記アップグレードされた生成物を減圧することと、
　前記アップグレードされた生成物を少なくとも１つのガス／油／水分離器内で分離して
、少なくともガス画分、液状油画分、および水画分を生成することと、
　前記液状油画分を蒸留ユニット内で分離して、少なくとも軽油画分、カッターストック
画分、および重油画分を生成することと、
　少なくともカッターストック画分と前記重質画分とを複合させて、燃料油画分を生成す
ることと、
　前記軽油画分をガスタービンシステムに送って発電すること、
　前記燃料油画分をボイラーに送って発電すること、またはそれらの両方と、
を含む、プロセス。
　実施形態１６
　前記軽油画分中の炭化水素が、３０°以上のＡＰＩ比重値を有し、前記重油画分中の前
記炭化水素が、３０°未満のＡＰＩ比重値を有する、実施形態１５に記載のプロセス。
　実施形態１７
　前記水画分を水処理ユニットに送って、第１の給水画分を生成することをさらに含む、
実施形態１５に記載のプロセス。
　実施形態１８
　前記液状油画分が、１０重量百万分率（重量ｐｐｍ）未満の金属の金属含有量を有する
、実施形態１５に記載のプロセス。
　実施形態１９
　前記少なくとも１つの重油画分を油水分離器に送って、前記重油画分の少なくともいく
らかの水を分離して、脱水された重質画分および第２の水画分を生成することをさらに含
む、実施形態１５に記載のプロセス。
　実施形態２０
　前記脱水された重質画分が、１重量％以下の水の水分含有量を有する、実施形態１９に
記載のプロセス。
　実施形態２１
　前記脱水された重質画分が、１２２°Ｆで３８０ｃＳｔ以下の粘度を有する、実施形態
１９に記載のプロセス。
　実施形態２２
　前記第２の水画分を前記水処理ユニットに送って、第２の給水画分を生成することをさ
らに含む、実施形態１９に記載のプロセス。
　実施形態２３
　前記第１の給水画分、前記第２の給水画分、またはそれらの両方を前記ボイラーに導入
することをさらに含む、実施形態２２に記載のプロセス。
　実施形態２４
　前記アップグレードされた生成物を分離することが、前記アップグレードされた生成物
を少なくとも１つの蒸留ユニットに送ることを含む、実施形態１５に記載のプロセス。
　実施形態２５
　蒸気を前記ボイラーから少なくとも１つの予熱器に送ることをさらに含む、実施形態１
５に記載のプロセス。
　実施形態２６
　蒸気を前記ボイラーから超臨界アップグレーディング反応器に導入することをさらに含
む、実施形態１５に記載のプロセス。
　実施形態２７
　前記ガス画分を前記ガスタービンシステムに送って発電することをさらに含む、実施形
態１５に記載のプロセス。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電用のプロセスであって、
　超臨界水流を加圧され加熱された炭化水素系組成物と混合デバイス内で複合させて、複
合供給流を作り出すことと、
　前記複合供給流を超臨界反応器に導入することであって、前記超臨界反応器が、水の臨
界温度よりも高い温度かつ水の臨界圧力よりも高い圧力で動作して、アップグレードされ
た生成物を生成する、導入することと、
　前記アップグレードされた生成物を減圧することと、
　前記アップグレードされた生成物を、少なくとも１つの軽質液状画分および少なくとも
１つの重質液状画分に分離することであって、前記軽質液状画分中の炭化水素が、前記重
質液状画分中の炭化水素よりも大きいアメリカ石油協会（ＡＰＩ）比重値を有する、分離
することと、
　前記重質液状画分の少なくとも一部分をボイラーに導入して発電すること、および前記
軽質液状画分の少なくとも一部分をガスタービンに導入して発電すること、またはそれら
の両方と、
を含む、プロセス。
【請求項２】
　前記軽質液状画分中の前記炭化水素が、３０°以上のＡＰＩ比重値を有し、前記重質液
状画分中の前記炭化水素が、３０°未満のＡＰＩ比重値を有する、請求項１に記載のプロ
セス。
【請求項３】
　前記軽質液状画分を油／ガス／水分離器に送って、ガス画分、液状油画分、および水画
分を生成することと、
　前記水画分を水処理ユニットに送って、給水画分を生成することと、
をさらに含む、請求項１または２に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記液状油画分が、１０重量百万分率（重量ｐｐｍ）未満の金属の金属含有量を有する
、請求項３に記載のプロセス。
【請求項５】
　前記液状油画分、前記ガス画分、またはそれらの両方が、発電のためにタービンシステ
ムに送られ、前記タービンシステムが、燃焼器およびガスタービンを備える、請求項３に
記載のプロセス。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの重質液状画分を油水分離器に送って、前記重質液状画分の少なく
ともいくらかの水を分離して、脱水された重質画分を生成することと、
　前記第２の水画分を前記水処理ユニットに送って、第２の給水画分を生成することと、
　前記第１の給水画分、前記第２の給水画分、またはそれらの両方を前記ボイラーに導入
することと、
をさらに含み、
 前記脱水された重質画分が、１重量％以下の水の水分含有量を有し、
 前記脱水された重質画分が、１２２°Ｆ（５０℃）で３８０センチストークス（ｃＳｔ
）以下の粘度を有する、請求項１から５のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記アップグレードされた生成物を分離することが、前記アップグレードされた生成物
を少なくとも１つの蒸留ユニットに送ることを含む、請求項１から６のいずれか１項に記
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載のプロセス。
【請求項８】
　前記ボイラーから蒸気を送ることと、前記加熱され加圧された炭化水素系組成物、前記
超臨界水流、またはそれらの両方を加熱することと、をさらに含む、請求項１から７のい
ずれか１項に記載のプロセス。
【請求項９】
　発電用のプロセスであって、
　超臨界水流を加圧され加熱された炭化水素系組成物と混合デバイス内で複合させて、複
合供給流を作り出すことと、
　前記複合供給流を超臨界反応器に導入することであって、前記超臨界反応器が、水の臨
界温度よりも高い温度かつ水の臨界圧力よりも高い圧力で動作する、導入することと、
　前記アップグレードされた生成物を減圧することと、
　前記アップグレードされた生成物を少なくとも１つのガス／油／水分離器内で分離して
、少なくともガス画分、液状油画分、および水画分を生成することと、
　前記液状油画分を蒸留ユニット内で分離して、少なくとも軽油画分、カッターストック
画分、および重油画分を生成することと、
　少なくともカッターストック画分と前記重油画分とを複合させて、燃料油画分を生成す
ることと、
　前記軽油画分をガスタービンシステムに送って発電すること、
　前記燃料油画分をボイラーに送って発電すること、またはそれらの両方と、
を含む、プロセス。
【請求項１０】
　前記軽油画分中の炭化水素が、３０°以上のＡＰＩ比重値を有し、
 前記重油画分中の前記炭化水素が、３０°未満のＡＰＩ比重値を有し、
 前記液状油画分が、１０重量百万分率（重量ｐｐｍ）未満の金属の金属含有量を有する
、請求項９に記載のプロセス。
【請求項１１】
　前記水画分を水処理ユニットに送って、第１の給水画分を生成することをさらに含む、
請求項９または１０に記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの重油画分を油水分離器に送って、前記重油画分の少なくともいく
らかの水を分離して、脱水された重質画分および第２の水画分を生成することと、
　前記第２の水画分を前記水処理ユニットに送って、第２の給水画分を生成することと、
　前記第１の給水画分、前記第２の給水画分、またはそれらの両方を前記ボイラーに導入
することと、
をさらに含み、
　前記脱水された重質画分が、１重量％以下の水の水分含有量を有し、
　前記脱水された重質画分が、１２２°Ｆ（５０℃）で３８０ｃＳｔ以下の粘度を有する
、請求項９から１１のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１３】
　前記アップグレードされた生成物を分離することが、前記アップグレードされた生成物
を少なくとも１つの蒸留ユニットに送ることを含む、請求項９から１２のいずれか１項に
記載のプロセス。
【請求項１４】
　蒸気を前記ボイラーから少なくとも１つの予熱器に送ることと、
　蒸気を前記ボイラーから超臨界アップグレーディング反応器に導入することと、
をさらに含む、請求項９から１３のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１５】
　前記ガス画分を前記ガスタービンシステムに送って発電することをさらに含む、請求項
９から１４のいずれか１項に記載のプロセス。
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